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ViaSecure システムへようこそ 

ViaSecureとは？ 

ViaSecureは、Via Licensing Corporationの実施権者が、ライセンス契約書で定められた
報告書を安全に提出できるオンライン システムです。ViaSecureは、簡単に使用できる

効率的で自動化されたシステムにより、報告プロセスを合理化します。 

ViaSecureによる報告プロセスの手順 

アカウントを作成するだけで、お客様の報告書を、オンライン書式の使用またはスプ
レッドシートのアップロードにより、ViaSecureで簡単に送信できます。データの入力が 
完了すると、ViaSecureがライセンス料金と適用される税額を計算し、請求書を作成し 

ます。お客様は、請求書に記された情報を使用して、報告した製品に関する詳細と  
ライセンス料金を確認し、お支払を行って頂きます。 

利便性を高めるため、送信されたすべての報告書と支払履歴は、オンラインで閲覧 
できます。 
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はじめに – アカウントのリクエスト 

 最初のステップは、システムへのアクセス
に必要となる ViaSecure アカウントのリクエ
ストです。   

 ViaSecure.com ホームページにアクセスし、
Licensee をクリックして、サインアップします。 

https://www.viasecure.com/
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はじめに – 登録キーを使用したサインアップ 

 サインアップフォームの必須フィールドにすべて入力

し、Next ボタンをクリックします。 

 次の画面で、16 桁の登録キーを入力し、Create My 
Account ボタンをクリックします。（お客様の登録キーは、

特許ライセンス契約書のカバーページの下部に「ViaSecure 
ID」として表示されています。） 

 登録キーが有効であれば、Login Now ボタンが下部

に表示された確認メッセージが表示されます。 
また、アカウント登録完了の確認を通知する電子メールも送信されます。 
 
 
 
 

 
 
 
 

 これで、サインアップ時に指定した電子メールアドレ

スとパスワードを使用して、ViaSecure システムに 

ログインできます。 
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はじめに – 登録キーを使用しないサインアップ 

 登録キーを使用せずに ViaSecure アカウントに 

サインアップする場合は、サインアップ フォームに 

記入して、Next ボタンをクリックします。 

 登録キーを入力する画面で、Sign Up without a 
Registration Key リンクをクリックします。 

 次の画面で、対象となるライセンス プログラムを 

選択し、お客様の会社名を入力して、Create My 
Account ボタンをクリックします。 

 アカウントが承認されると、メッセージが画面に表示

され、電子メールでも通知されます。  
ご注意：アカウントの承認には、最長 3 営業日を要することがあります。 

 アカウントが承認されると、フォローの電子メールを

受け取ります。そこには、ViaSecure システムへのリ

ンクが掲載されており、サインアップ時に指定した電

子メールアドレスとパスワードを使用してログインで

きます。 
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はじめに – ログイン 

 ViaSecure.com ホームページにログインする 
には、サインアップ時に指定した電子メール 
アドレスとパスワードを入力します。 

 Log Inボタンをクリックします。 

 
 
 

https://www.viasecure.com/
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ログインに関するヘルプ – パスワードを忘れたとき 

 パスワードを忘れた場合は、ログイン 画面に 
ある Forgot Password リンクをクリックします。  

 次の画面で、 アカウントへのサインアップ時 
に指定した電子メールアドレス を入力し、
Submit ボタンをクリックします。 

 新しいパスワードの作成方法が記された電子
メールが送信されたことを通知する確認メッ
セージを受け取ります。  

ご注意：手続き終了後、数分以内に電子メールを受信しない場合は、迷惑メール 
フォルダを確認し、その中に間違って分類されていないかどうか確かめてく
ださい。 

 新しいパスワードの作成に関する詳細は、アカ
ウントのメンテナンス ページにある パスワード
の変更を参照してください。 
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ログインに関するヘルプ – 無効な電子メールアドレス 

 パスワードをリセットするために入力した電子
メールアドレスが、エラーメッセージを表示する
場合は、ViaSecure アカウントを所有していない 
ことが原因である可能性があります。 

 アカウントを所有しているにもかかわらず、アカ
ウントに関連付けた電子メールアドレスが正常
に作用しない場合は、Contact us リンクをクリッ
クして、ヘルプを得てください。ViaSecure チー
ムがアカウントの問題を解決し、ログインできる
ようにします。 

 アカウントにサインアップする必要がある場合
は、Sign inリンクをクリックしてアカウントを 
リクエストしてください。詳細は、サインアップの
手順を参照してください。 
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アカウントのメンテナンス – プロフィール情報 

 お客様のプロフィール情報を変更する場合、
または電子メールアドレスを更新する場合
は、ViaSecure システムにログインし、お客
様のユーザー名の横にある人物アイコンを
クリックします。  

 アカウント メンテナンスのドロップダウン 
メニューから Edit Profile を選択します。 

 アカウントのプロフィールに関する必要な
すべての変更を行い、フォームの下部に 
ある Save Changes ボタンをクリックします。 

 
 

User Name 

User Name 

User Name 
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アカウントのメンテナンス – パスワードの変更 

 パスワードを変更するには、ViaSecure システムに 

ログインし、お客様のユーザー名の横にある人物 

アイコンをクリックします。  

 アカウント メンテナンスのドロップダウンメニューから 

Password  を選択します。 

 まず現在のパスワードを入力し、その後に、以下の

要件を満たす新しいパスワードを作成します。 

 最低 8 文字であること 

 以前のパスワードとは異なるものであり、 
過去 2 年間に使用したことがないものであること 

 次の要件のうち、最低 3 つを含んでいること： 

 大文字の A～Z 

 小文字の a～z 

 数字の 1～9 

 次の特殊文字（!、@、#、%、&、_、=） 

 新しいパスワードを確認のためにもう一度入力し、

Submit ボタンをクリックします。 

 ご注意：パスワードでは大文字と小文字を区別して 

ください。 

 

 
 

User Name 

User Name 

User Name 
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アカウントのメンテナンス –  新しいライセンス契約書の追加 

 新しいランセンス契約書をアカウントに追加 
するには、ViaSecure システムにログインし、
お客様のユーザー名の横にある人物アイコ 
ンをクリックします。  

 アカウント メンテナンスのドロップダウンメ
ニューからAdd Agreement を選択します。 

 次の画面で、契約書に関連付けられている 
16 桁の登録キーを入力し、Add Agreement 
ボタンをクリックします。 

 入力した登録キーが無効であるというエラー
メッセージが表示される場合は、ViaSecure 
チームに連絡し、アカウントに新しい契約書を
追加するためのヘルプを得てください。 

 

 
 

User Name 

User Name 

User Name 

https://www.viasecure.com/Contact
https://www.viasecure.com/Contact
https://www.viasecure.com/Contact
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アカウントのメンテナンス  – 利用規約および通知 

 ViaSecureシステムへの初回ログイン時に、 
利用規約を確認し、それに同意していただく
画面が表示されます。ViaSecure システムを 
使用するには、利用規約への同意が必要と 
なります。 

 Yes I agreeボタンをクリックする前に、必ず規
約の内容をすべて確認してください。 

 ログインすると、重要な更新情報がある場合
は、お客様のダッシュボードの通知セクション
に、アラートが表示されます。 
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報告書の提出 – はじめに 

 四半期の報告書を提出するには、アカウント
にログインし、Reportingサブメニューから対象
となるライセンス プログラムを選択します。 

 ライセンス プログラムを選択すると、報告する
必要のある最も古い四半期が表示されます。 

 報告対象の四半期を選択します。これにより、
報告書、支払履歴、納税証明、サポートの各
セクションから成る報告ダッシュボードが表示
されます。 

 報告書セクションには、進行中の報告書また
は提出されるべき報告書が表示され、その下
には、簡単な報告履歴が付されています。 

 報告書の提出を開始するには、報告する 
四半期を示したエリアの下部にある Begin 
Report  ボタンをクリックします。 
デフォルト設定により、直近の四半期が最初に表示され 

るようになっています。 
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報告書の提出 –  過去の実績報告 
 異なる四半期または過去の四半期について

報告を行う場合は、対象の四半期を選択して 
Begin Report ボタンをクリックします。 

 過去の実績とは、お客様のライセンス契約書
の発効日より前に、販売または供給された 
ライセンス許諾製品に関する実績を指します。 

 初めて報告を行う場合で、過去の実績に対す
る会計が含まれる場合は、最も古い四半期か
ら最新の四半期へと、時系列で報告書を提出
する必要があります。 
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報告書の提出 – 製品カテゴリー 

 お客様のライセンス契約書が複数の製品カテゴリー

を含んでおり、お客様が複数の製品タイプを所有し

ている場合は、複数の製品カテゴリーについて報告

を行う必要があります。 

 対象となる四半期を選択し、次の画面で、お客様が

報告書に含める必要のある製品カテゴリーを選択し

て、Add Data ボタンをクリックします。 

 すべての四半期の報告書には、必須およびオプショ

ナルの製品カテゴリーが表示されています。必須の

製品カテゴリーは、お客様が報告するために選択し

たか、または過去の報告で選択されたものです。オ

プショナルの製品カテゴリーは、初めて報告する製

品カテゴリーを選択するために使用するものです。 

 報告対象となるすべての製品カテゴリーを「Select」

チェックボックスをクリックして選択し、Add Data ボタ

ンをクリックして報告書へのデータ追加に進みます。 
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報告書の提出 – スプレッドシートによるデータの追加 

 報告書へのデータの追加は、ViaSecure システムに

スプレッドシートをアップロードするか、またはデータ

の直接入力によって行います。  

 スプレッドシートを使用してデータの追加を行う場合

は、まず Add Data 画面のリンクから Excel 形式の

テンプレートをダウンロードし、そこに必要なすべて

のデータを入力します。（入力方法はスプレッドシートに

記されています。） 

 スプレッドシートへの入力が完了したら、Drop your 
Spreadsheet Here と表示されたエリア内にドラッグす

るとアップロードできるほか、お客様のデスクトップで

ファイルを選択し、Click to Select from Computer  を
クリックしてもアップロードできます。  

 スプレッドシートがアップロードされると、アップロード

エリアがリフレッシュされ、ファイルが正しくアップ

ロードされたことが表示されます。 

 修正が必要な場合は、修正済みの新しいファイルを

再度アップロードすれば、システムが自動的に新し

いファイルに置き換えます。 
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報告書の提出 –直接入力によるデータの追加 

 各製品カテゴリーに直接データを入力する
場合は、Add Data ボタンをクリックし、画面
の指示に従って入力します。すべての製品
カテゴリーに対して、個別に入力作業を行う
必要があります。 

 報告すべきデータがない製品カテゴリーに
対しては、「Nothing to Report」チェックボッ 
クスをクリックします。 

 データの入力作業にエラーが生じた場合は、
ダッシュボードにアラートが表示されます。 

 修正を行う場合は、Edit/View Data ボタンを
クリックします。画面がリフレッシュされ、 
エラーの内容が表示されます。 

 修正を済ませたら、Save and Exit ボタンを 
クリックして画面を閉じ、報告書への入力 
作業に戻ります。 
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報告書の提出 – データの追加または編集 

 データのアップロードまたは直接入力が完
了したら、 Edit/View Data ボタンをクリック
して、データの確認と編集を行うことができ
ます。 

 表示される画面で、必要に応じてデータの
追加や編集を行います。 Save and Exit  
ボタンをクリックして、報告書の作業に戻り
ます。 

 

 
 

Product Category 3 
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報告書の提出 – データのステータス 

 四半期の報告書の作成が完了すると、 
報告ダッシュボードの左側に、ステータス
によってグループ分けされた製品カテゴ
リーが表示され、報告書の現状を確認でき
ます。ステータスは次のとおりです： 

 Errors （エラーがある場合） 

 Not Yet Reported （未報告） 

 Ready to Submit （提出準備完了） 

 必須の製品カテゴリーの作業を完了し、 
すべてのエラーが修正されると、データは 
Ready to Submit フィールドに移動し、報告
書の送信が可能になります。 
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報告書の提出 – 報告書の送信 

 すべてのデータを入力したら、四半期報告書 
の送信準備は完了です。 

 報告書に注文書（P.O.）番号を関連付ける場合
は、 Submit Report ボタンのすぐ上に表示され
ている P.O. 番号をテキスト入力ボックスに入力
し、右にある Save リンクをクリックします。 

 保存された P.O. 番号を伴ったものへと画面が
リフレッシュされ、変更を行うときに使用する 
Edit リンクが表示されます。 

 P.O. 番号を編集する必要がある場合は、Edit  
リンクをクリックして変更を行い、Save リンクを
クリックして変更を保存します。 

 報告書の作成が完了したら、ページの下部に
ある Submit Report  ボタンをクリックします。 
報告書を送信してもよいかどうかを確認する
メッセージが表示されます。送信する場合は 
Yes をクリックします。一旦保存して後で送信 
する場合は No をクリックします。 
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報告書の提出 – ライセンス料金の計算と請求書 

 報告書にデータを入力すると、ライセンス 
料金が自動的に計算されます。View 
Calculation Summary リンクをクリックする 
と計算結果を確認することができます。 

 報告書の作成が完了すると、システムが 
請求書を生成し、請求書の概要が表示さ 
れるほか、請求書を PDF形式で閲覧およ 
びダウンロードできるリンクも表示されます。 

 支払方法は、請求書に記載されています。 

 

 
 

Company Name 
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報告書の提出 – お支払延期 

 完成した報告書の支払総額が $25,000以下
であり、前の四半期にお支払い延期を行わ 
なかった場合は、延期を選択することができ
ます。 

 Ready to Submit フィールドの P.O. 番号を処
理する行のすぐ下に、延期を選択するかど 
うかを問うセクションが表示されています。 

 お支払延期を選択する場合は、Calculating 
Fees ページの「Defer my payment」でYesボタ
ンをクリックします。 

 ご注意：お支払延期は、1四半期分に限りま
す。 
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Company Name 

報告書の提出 – ライセンス料計算の概要 

 ライセンス料計算の概要を閲覧するには、 
Invoice 画面に表示された請求額の下に 
ある Royalty Calculation Summary リンク 
をクリックします。 

 ページが、ライセンス料計算の詳細を表示
した画面へとリフレッシュされます。 

 Back to invoice リンクをクリックすると、請
求書のページに戻ります。 
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報告書の提出 – 報告履歴 

 報告履歴はいつでも確認できます。アカ
ウントにログインし、確認したいライセンス 
プログラムを選択してください。 

 報告ダッシュボードには、現在提出対象 
となっている報告書を示したセクションの
下に、過去に送信した報告書の一覧が 
表示されています。 

 報告履歴の一覧にある請求書を選択する
と、当該報告書の詳細が閲覧できるほか、
ページの下部にある View Full History  
ボタンをクリックすると、全ての報告履歴
を閲覧することができます。 

 
 

Company Name 

Company Name 

Company Name 

Company Name 
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報告書の提出 – 納税証明書 

 ViaSecureを使用すると、納税証明書を電子的に Via 
Licensingに送信することができます。納税証明書を定

期的に電子形式で送信される場合は、ハードコピーを

手元に保存してください。お客様は年に1度、実際の

納税証明書をVia Licensingに提出する必要があり、前

の暦年に関する証明を3月15日までに届くように送付

しなければなりません。 

 納税証明書をアカウントに追加するには、ページの上

部にあるメインメニューのTax Certificates をクリックし

ます。 

 納税証明書のコピーをスキャンしてPDF 形式で保存し

ます。そのファイルを Drop your Tax Certificate Here と
表示されたエリア内にドラッグするとアップロードでき

るほか、お客様のデスクトップでファイルを選択し、 

Click to Select from Computer をクリックしてもアップ

ロードできます。 

 「Sold From」および「Sold To」ドロップダウンメニューで

対象期間が正しく選択されていることを確認し、Save 
Certificate ボタンをクリックします。 
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サポート / ご連絡  

 ViaSecure システムのご使用中は、オンラ
インサポートをご利用いただくことによって
システムの使用に関する多くの疑問点を 
解決いただけます。 

 また、サポートページ左側のナビゲーショ
ンにある Contact Us 、または各ページ下
部のナビゲーションにある Contact ボタン
をクリックすると、 ViaSecureチームに連絡
することができます。あるいは、こちらの 
ViaSecure チームへのご連絡 をクリック 
して、お問い合わせください。 

https://www.viasecure.com/Contact
https://www.viasecure.com/Contact
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